























































































































































































































































  ④それは猫なんていうものは、賢いようでばかなものです。 
 
































































































































1 宮沢賢治の「猫の事務所」は『月曜』（大正 15 年 3 月 1 日）に発表された作品である。 
2「猫の事務所」は三省堂の『高等学校国語Ⅰ』（昭和 60 年 3 月発行）及び『高等学校国語Ⅰ・改定版』（昭和
62 年 3 月発行）に採録されていた。 
3 続橋達雄「寓話「猫の事務所」考」（『国学院大学栃木短期大学紀要』第 19 巻、国学院大学栃木短期大学、昭
和 60 年 3 月） 
4 高山秀三「猫の事務所－集団の力学」（『宮澤賢治 童話のオイディプス』、未知谷、平成 20 年 2 月） 
5 牛山恵「宮沢賢治の童話に見られる批評性－「猫の事務所」の読みを通して－」（『日本文学』第 44 巻第 8 号、
日本文学協会、平成 7 年 8 月） 
6 松原正義「「猫の事務所」を教室で読む」（『日本文学』第 34 巻第 3 号、日本文学協会、昭和 60 年 3 月、p.50） 
7 注 3 に同じ（p.11） 
8 注 3 に同じ（p.15） 
9 注 4 に同じ（pp.104-105） 
10 松原正義「猫の事務所／宮沢賢治」（『高等学校国語Ⅰ・指導資料』、第 11 冊分、高等学校国語改 
定版編集委員会編、昭和 63 年 3 月、p.4） 
11 注 5 に同じ（p.56） 
12 望月理子「教室で読む「猫の事務所」－「半分同感」の意味－」（『日本文学』第 60 巻第 3 号、日本文学協会、
平成 23 年 3 月、p.4） 
13 矢花真理子「宮沢賢治「猫の事務所」論」（『国文白百合』第 44 巻、白百合女子大学国語国文学会、平成 25
年 3 月、pp.55-56） 
14 中村龍一「人物に見えるもの、語りに見えるもの、読者に見えるもの－宮沢賢治『猫の事務所』を読む－」
（『月刊国語教育』第 21 巻第 8 号、平成 13 年 10 月、東京法令出版、p.84） 
15 田近洵一「教育における〈読み〉の倫理－宮沢賢治「猫の事務所」の〈読み〉に視点を置いて－」、『社会文
学』第 16 号、2001（平成 13）年 12 月、p.125） 
16 注 5 に同じ（p.59） 
17 注 10 に同じ（p.54） 
18 注 10 に同じ（p.55） 
19 宮沢賢治「猫の事務所」（『新校本 宮澤賢治全集』第 9 巻、筑摩書房、平成 7 年 6 月、pp.78-79） 
20 注 3 に同じ（p.14） 
21 注 14 に同じ（p.83） 
22 注 15 に同じ（p.124） 
23 注 5 に同じ（p.61） 
24 注 15 に同じ（pp.124-125） 
25 注 6 に同じ（p.50） 
（広島経済大学 非常勤講師） 
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